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 新宮川水系熊野川流域の下流に位置する三重県紀宝町では,過去から度重なる浸水被害に見舞

われている.特に,2011年9月の台風第12号洪水では熊野川の支川相野谷川で甚大な被害が発生し

ている.紀宝町では,紀南河川国道事務所等と連携し,全国に先駆けて2014年度より事前防災行動

計画（タイムライン）を導入し,地域の防災力向上に努めている.今般,地区住民による実践的な

取り組みとしてコミュニティタイムラインを紀宝町鮒田地区において導入する事とし,紀宝町,紀

南河川国道事務所は,地区住民の取り組みを支援した.本論文は,この取り組みを通じて,地域の課

題や住民目線での防災行動のあり方について考察するものである. 
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1.   はじめに 

 

(1)熊野川の概要 

熊野川は，その源を奈良県吉野郡天川村の山上ヶ岳に

発し，途中で北山川と合流し，熊野灘に注ぐ流域面積

2,360km2，幹川流路延長183kmの一級河川である．紀南

河川国道事務所では，図-2のように熊野川本川は河口か

ら5km，支川市田川は本川合流点より2km，支川相野谷

川は本川合流点より5.7kmを国管理区間として管理して

いる． 

 

 

(2)2011年（平成23年）台風第12号による被害 

2011年9月に発生した台風第12号は，熊野川上流の大

台ヶ原地点にて6日間の総雨量が2,000mmを超える未曾

有の豪雨をもたらした．基準地点（相賀）においては，

計画規模（19,000m3/s）を大きく越える約24,000m3/sの洪

水が起こり，国管理区間沿川で約3,000戸の家屋浸水が

発生,支川相野谷川では洪水流が輪中堤を越え,堤防が転

倒するなどの被害が発生した． 

これを受け，熊野川では，2011年12月に激甚災害対策

特別緊急事業に採択され，台風第12号の再度災害防止を

目的として，熊野川本川の河道掘削，堤防整備，堤防強

化等及び，支川相野谷川の輪中堤嵩上げ等を実施してき

た． 

2017年度からは熊野川のさらなる治水安全度の向上と

浸水被害の軽減を図るため,緊急対策特定区間を設定し,

概ね5年間で重点的に河道掘削を実施している. 

 

 

2.コミュニティタイムラインの導入の経緯 

 

(1)タイムラインとは1)
 

タイムラインとは，事前にある程度被害の発生が見通

せるリスクについて，被害の発生を前提に時間軸に沿っ

た防災行動を策定しておくことである． 

図-1 熊野川流域図 図-2 熊野川管内図 

相野谷川 

写真-1 高岡輪中堤の転倒  
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米国では2012年のハリケーンサタディ発生時に各地に

多くの被害をもらたしたが,ニュージャージー州ではタ

イムラインに基づき事前に避難指示等の対応を終えた結

果,人的被害が発生しなかったという事例があり,注目さ

れた2)
. 

紀宝町では,全国に先駆けて2014年度より事前防災行

動計画（タイムライン）を導入している.紀南河川国道

事務所と津地方気象台は,紀宝町の対応を支援するため，

情報の提供を台風接近の数日前から行うことにより，防

災・減災に努めている. 

熊野川流域では，浸水被害を生じさせる水害の多くは

台風によるものであるという特徴があることから,タイ

ムラインを導入することによって，以下の効果が期待さ

れ，今後の災害対応に関する手段として非常に有用なも

のである． 

・早めの防災行動による避難行動・防災活動時間の確保 

・既往災害の「ふりかえり」を行うことによる，課題や

教訓の継承 

 

 

 (2)コミュニティタイムラインとは 

タイムラインが行政機関による避難指示を事前に行う

ことに着目している点に対して,コミュニティタイムラ

インは地区住民自らが避難行動ができるようにすること

が目的の一つである. 

コミュニティタイムラインを導入することによって,

以下の効果が期待され,地区防災計画の策定に向けた取

り組みに繋がるものである. 

・知識や防災行動,危機感の認識を共有することにより

地域の防災力が向上 

・地域内で共同作成するによりコミュニケーションとル

ールが確立 

・上記二つをつなぐことによるコミュニティタイムライ

ンの見直し 

 

 

3.鮒田地区でのコミュニティタイムラインの導入 

 

(1)鮒田地区でのコミュニティタイムラインの導入  

 コミュニティタイムライン検討会を,紀宝町鮒田地区

において,鮒田地区住民,紀宝町役場,紀南河川国道事務

所の参加者で,2017年8月,9月,11月,12月の計4回開催した. 

 コミュニティタイムライン検討会の実施内容は,以下

のとおりである.なお,第３回目と第４回目は2017年（平

成29年）台風第21号を踏まえた内容となっている. 

第1回目：タイムライン作成について 

     鮒田地区内水防施設の説明 

     災害対応時におけるそれぞれの役割 

     災害時の地域の課題について 

第2回目：コミュニティタイムライン行動の整理 

     役割の整理 

第3回目：まるごとまちごとハザードマップの説明 

     まちあるきによる地区の危険箇所の確認 

     2017年（平成29年）台風第21号の振り返り 

第4回目：まちあるきの結果について 

     鮒田コミュニティタイムライン（案）の提示 

     災害時の役割分担の確認 

第１回目と第２回目のコミュニティタイムラインの検

討を行う中で,見えてきた地域の課題は以下の通りであ

る． 

・要介護者・要支援者の情報を民生委員と共有できてい

ない 

・要支援者は一人では逃げられない 

・誰が要介護者・要支援者を助けに行くか話し合いがで

きていない 

・一次避難所と二次避難所のどちらに逃げればいいのか,

はっきりとしていない 

・避難準備情報を決めていない 

・水位又は雨量などの見える，理解できる情報が作成さ

れていない 

 

(2)2017年（平成29年）台風第21号の概要 

 2017年（平成29年）台風第21号は,2017年10月16日にカ

ロリン諸島で発生し,10月21日から23日にかけて日本を

通過し,広い範囲で大雨となった.和歌山県新宮市にある

新宮雨量観測所では,10月23日0時に累加雨量893.5mmを

記録し,観測史上1の大雨となった. 

 

この大雨において,和歌山県新宮市の市田川沿川で

 
写真-2 コミュニティタイムライン検討会の状況 

降雨の状況（新宮雨量観測所：気象庁） 

※総雨量 観測史上最大

時間雨量６６．０ｍｍ（１０月２２日２２：００）
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累加雨量８９３．５ｍｍ（１０月２３日０：００）

 

図-3 新宮雨量観測結果 
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1000戸以上,三重県紀宝町の相野谷川沿川で10戸以上の

浸水が発生した. 

 

写真4 高岡地区の浸水状況 

 

(3)2017年（平成29年）台風第21号で見つかった課題 

 2017年（平成29年）台風第21号接近時は,コミュニテ

ィタイムラインは検討段階であり,それに基づき行動す

ることで浮き彫りになった課題のうち河川管理者に関す

るものを以下に示す. 

a)避難地の選定に関する課題 

 ・当初想定していた避難場所が鮒田地区から離れてい

るため,高齢者を連れて行くことが困難. 

 ・二段階避難は台風接近の情報錯綜時には不可能であ

る. 

 ・これまでに決められていた避難先は,周辺が浸水し

ていたため,避難先を変更することが必要である. 

b)避難の目安に関する課題 

 ・排水ポンプの処理能力以上の降雨の場合,二次内水

氾濫により市街地の浸水により避難が困難になる. 

 ・自治体の情報に頼らずに地区の避難を考えるには,

独自の避難判断開始指標（外水位,降雨予測,時間雨

量,施設操作状況など）を設定し情報を入手するこ

とが必要である. 

c)その他 

 ・読んで理解するものではなく,一目で避難行動に結

びつくような工夫を行う必要がある. 

・2011年（平成23年）9月の大洪水を経験しているの

にもかかわらず，逃げることをためらう住民がい

る.改めて個別に説明し,身を守る避難行動の必要性

について理解して頂く必要がある． 

 

(4)課題に対する対策 

2017年（平成29年）台風第21号で見つかった課題を受

けて,コミュニティタイムライン検討会で改善を行った． 

課題a)に対して，周辺が浸水しないなどの条件を満た

した新たな避難所を鮒田地区内に設けることができない

か調整中である. 

課題b)に対して，情報端末等を通じて外水位や時間雨

量等をリアルタイムで見れるように調整中である.また,

紀南河川国道事務所は，住民や行政に向けて避難判断の

新たな追加情報として，図-4のような樋門の操作状況に

関する情報を提供する方向で調整中である． 

 
課題c)に対して,紀宝町が一目で避難行動に結びつく

ような工夫をするにあたり,取り組み内容として似てい

るまるごとまちごとハザードマップを取り入れた.まる

ごとまちごとハザードマップを作成する際は,地区の情

報を先行して収集していたコミュニティタイムラインと

連携を図るようにした.具体的な内容については,後述す

る. 

改善を行った鮒田地区におけるコミュニティタイムラ

イン（案）を図-6および図-7に示す.  

紀宝町鮒田地区における台風による風水害に備えた事前防災行動計画（タイムライン）ver.20171213

紀宝町鮒田地区タイムラインとは、風水害時に住民の命とともに、自主防災会や消防団、民生委員、輪中堤管理者等の地域の守り手の命
を守るために、「誰が」「いつ」「何を」すべきか取りまとめた行動計画です。タイムラインで取り決められている行動を参考に、台風接近時に
は早め早めの避難を心がけ、地域のすべての人が安全に避難できるよう協力して、地域を守りましょう。

災害発生／台風最接近
（０時間）までの時間

とるべき避難行動

鮒田地区の状況 きっかけとなる情報

２４時間前

• 高齢者等は、支援を受けながら牛鼻
神社や福祉避難所へ避難する

• 地区外の避難先へ早めに避難する

24時間以内に大雨が降って、鮒田地区で水害
や土砂災害の起こる可能性がある

三重県南部、和歌山県南部で24時間
総雨量が400㎜以上の予想

２４時間前～
１２時間前

鮒田地区内で内水が発生し始める
桐原雨量観測所で50㎜以上の雨が2
時間降った場合

１２時間前
弁慶橋陸閘操作員が出動し、１時間後には、
陸閘が閉鎖され車での移動が出来なくなる

高岡水位4.19ｍに到達

６時間前
• 『避難勧告』に従い、牛鼻神社や地
区外の安全な場所に避難する

弁慶橋陸閘の閉鎖が始まり、車で地区外へ移
動できなくなる

高岡水位5.23ｍに到達

６時間前～
３時間前

土砂災害発生の可能性が高まる 土砂災害警戒情報の発表

０時間
• 『避難指示』に従い、避難していな
い人はすぐに避難する。

いつ水害が発生してもおかしくない状況 高岡水位6.27ｍに到達

• あらかじめどこへ避難するか決めておきましょう
• すぐに避難できるよう、台風接近時は非常持ち出し品の準備をしておきましょう
• 災害がおきてから避難を支援することは出来ません。支援が必要な人は台風が接近する2日前に家族や民生委員・ケアマネージャー・
• 紀宝町役場包括支援センター等に相談して早めに避難しましょう

牛鼻神社・・・鮒田地区内の避難場所
生涯学習センターまなびの郷・・・鮒田地区外にある紀宝町が指定する避難場所
福祉避難所（宝寿園、亀楽苑など）・・・高齢者等の体調に不安がある人が行く避難場所
地区外の避難先・・・地区外の安全な場所にある家族や知人宅

 

図-5 コミュニティタイムライン（案） 

レベル レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５

目安時間
又は状況

台風最接近又は上陸の３日前 台風最接近又は上陸の２日前
台風最接近又は上陸の1日～１２時間前

又は暗くなるまでに
台風最接近又は上陸の６時間前 0時間

必要な情報

•最新の台風に関する情報やニュース •最新の台風に関する情報やニュース
• 熊野川・相野谷川上流部の雨量に関する
情報

• ダム水位（風屋・池原）や放流量（二津
野・小森）

• 潮位時間（満潮・干潮）

•最新の台風に関する情報やニュース
• 熊野川・相野谷川上流部の雨量に関する
情報

• ダム水位（風屋・池原）や放流量（二津
野・小森）

• 相野谷川の河川水位情報
• 潮位時間（満潮・干潮）

•最新の台風に関する情報やニュース
• 熊野川・相野谷川上流部の雨量に関する
情報

• ダム水位（風屋・池原）や放流量（二津
野・小森）

• 相野谷川の河川水位情報
• 潮位時間（満潮・干潮）

行動・避難
する基準

【行動基準】
・５～３日後の台風の予想円が熊野地域に
入っているとき。

【行動基準】
・２日後の台風の予想円が熊野地域に入っ
ているとき。

【避難開始基準】
• 三重県南部、和歌山県南部で24時間総雨
量が400㎜以上の予想

• 桐原雨量観測所で50㎜以上の雨が2時間
降った場合

• 高岡水位4.19mに到達

【避難勧告の基準】
• 避難勧告：高岡水位5.23mに到達

：土砂災害警戒情報

【避難指示の
基準】

• 避難指示：
高岡水位
6.19mに到達
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【事前準備】

• 家庭の台風対策の実施

• 台風情報を取得する

• 非常持ち出し品、常用薬の準備

• 家財・車両・農機具等の個人財産を
守る準備

• 自宅周辺の排水溝や樋にごみがつ
まっていないか等点検する

• 避難所開設時刻の調整と伝達

• 避難勧告・指示の発表と周知

広報車による避難勧告・指示の伝達

• 避難状況の把握と共有

• 避難状況の把握と共有

• 避難行動要支援者名簿の確認
• 避難行動要支援者の状態確認、支援
状況確認

• 避難行動要支援者の情報共有

• 伝達、通信手段の動作確認
地区防災行政無線
簡易デジタル無線機

撤退
完了

• 台風の情報を取得する

• 台風対策の準備

• 避難を支援する人への事前予告

• 休園措置（判断・連絡・施設備品等
の退避作業）

• 避難基準となる情報の入手（雨量、水位）

• 自主避難の判断と地区への呼びかけ

• 避難行動要支援者の支援の実施

• 福祉避難所への避難する避難行動要
支援者の調整・支援

• 福祉避難所への避難の実施

• 地区の避難場所（牛鼻神社）への避難の実施

• 地区外への避難の実施、避難したことを自主防災会に連絡

• 避難勧告・指示の伝達し、自
分自身も避難する

• 避難行動要支援者への避難所開設時
刻の伝達及び支援

• 地区の避難場所の開設と運営

• 町タイムライン始動開始について
自主防災組織に連絡

• 避難所備蓄品の確認

• 消防団出動要請

• 消防団出動

• 福祉避難所への避難を依頼（町へ）

• 地区の避難場所（牛鼻神社）への避難の実施

• 避難行動要支援者に注意喚起

• 地域内の状況把握と情報共有

避
難
完
了

• 地域内の状況把握と情報共有

※自分の命は、自分で守る。自分自身で避難できない場合は、家族や地域に協力してもらう。 避難勧告等が出ていなくても危険を感じたら、即避難する。事前の準備、早めの行動に心がける。

• 避難行動要支援者への支援を
完了後、自身も避難を実施

 
図-6 概要版コミュニティタイムライン（案） 

 

 

写真3 新宮市内の浸水状況 

図-4 樋門樋管等現況表 
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4.まるごとまちごとハザードマップとの連携 

(1)まるごとまちごとハザードマップとは 

 まるごとまちごとハザードマップとは,住民自らが生

活する地域の洪水の危険性を実感できるように,市街地

をまるごとハザードマップに見立て,生活空間である市

街地に水防災にかかわる情報を標示する取組のことであ

る. 

 まるごとまちごとハザードマップを作成することで以 

下の効果が期待されている. 

・災害時において,洪水への意識を高めるとともに,浸水

深・避難所等の周知が図られる. 

・災害時において,安全かつスムーズな避難行動に繋げ,

洪水による被害を最小限にとどめる. 

 今回のまるごとまちごとハザードマップを整備するに

あたり,留意した点を以下に示す. 

 ・記載内容は地域特性を踏まえた内容にする. 

 ・住民の生活習慣を十分に加味し,定期的な関心を持

つ位置に設置する. 

 ・管理者が継続的に更新・維持管理することできるよ

うにする. 

 

(2)連携内容 

 図-5～7で記載した発災時に地区独自の避難行動，つ

まりコミュニティタイムラインと連携した情報を伝える

ために，コミュニティタイムラインで抽出された地区の

課題や住民の意見を踏まえることとした.また,地区を歩

きながら現場を確認するまちあるきは第3回コミュニテ

ィタイムライン検討会と合同で実施した. 

 

(3)課題c)に対する効果  

 課題c)に対する効果は,読んで理解が必要な文章では

なく一目見て感覚的に理解しやすい情報をまちあるきを

通じて共有し,今後明示する場所を示せたことである. 

 また,まるごとまちごとハザードマップを作成するこ

とで,日常生活において,防災を意識する事や避難時に危

険な箇所を知ることができるようになった. 

 

 

 

 

 

5. おわりに 

 

 鮒田地区でコミュニティタイムラインを策定したこと

で,地区住民の防災への関心が高まり,地区住民が紀宝町

に対して働きかけ鮒田地区に新たな避難地を設定すると

いう計画が進んでいる.また,鮒田地区の課題が見えてき

たので，今後は，地域の課題のみならず，住民の普段の

生活に(無意識に)防災を根付かせる活動を併せて導入し，

コミュニティタイムラインの実効性をより向上させる取

り組みにつなげていきたい． 

 コミュニティタイムライン作成過程において,洪水を

実際に経験する事で,机上で議論するだけでは把握でき

なかった課題を発見することができた.この経験がコミ

ュニティタイムラインの実用性を向上させた.こういっ

た経験は大変貴重であり,この経験を元にして紀宝町他

地区でも実用性の高いコミュニティタイムラインを作成

していきたい. 

 また，2018年度は紀宝町他地区でコミュニティタイム

ライン策定に向けて取り組みを始める予定であり,紀宝

町,地区住民,紀南河川国道事務所が協力し合い,防災・減

災の体制を確立していきたい. 
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写真－5 水位看板案の提示 

 

写真-6 まちあるきの様子 

図-8 コミュニティタイムラインとの連携イメージ 
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